
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の主な行事予定 

 １日(木) １月分施設利用予約受付開始 
３０日(金) 鴨池地域総合文化祭準備 

３１日(土) 
鴨池地域総合文化祭 1日目 
【展示：10月31日(土)～11月３日(火）】 

１１月の主な行事予定 

１日(日) 
鴨池地域総合文化祭 ２日目 
２月分施設利用予約受付開始 
地域が育む「かごしまの教育」県民週間（～７日） 

４日(水) 鴨池地域総合文化祭後始末 
１２日(木) 鴨池地域人権問題研修会（13：30～15：00） 
２５日(水) 自主連秋のつどい 
２６日(木) 文化祭実行委員会・自主連文化部専門部会 
２８日(土) 後期社会学級委員等研修会（サンエール） 

健康づくり学習室利用講習会 
○１０／１４：１０時～１２時   ○１０／２１：１８時～２０時  

☆受講希望の前日までに予約が必要です。(来館又はお電話で) 

 

「参加してよかったな。」会場を後にしながら、私の心は何とも言えない清々しい気持ちに包まれてい

ました。同時に、心を込めて伝えることのチカラをあきらめてはいけないなと感じていました。 

この夏、数年ずっと心にあった願いが一つ叶いました。それは、高校生のビブリオバトル大会に参加す

るという願いです。8月 23日、鹿児島県高校生ビブリオバトル大会に初めて参加しました。自分が何か

をするというわけでもないのに、なぜかそわそわしながら開会を待ちました。 

ビブリオバトルとは、自分が強く薦める本（推しの一冊）の魅力を、限られた時間内に紹介し、聴衆と

意見交流し、聴衆が読んでみたいと強く感じた一冊に投票するという本の総選挙のようなイメージでし

ょうか。（正式には知的書評合戦） 

高校生という多感な時期に、どんな言葉で、どんな伝え方で、どんな思いを届けるのだろうかと、ずっ

と興味がありました。高校時代、人前で発言することをできるだけ遠ざけてきた私にとって、本一冊で５

分間に挑む高校生は、特別な存在に感じていました。 

いよいよ始まりました。一人一人が紡ぐ言葉から、読んだことのない本の情景が広がり、その本の魅力

とともに、その人が魅かれた背景や学校生活までもが垣間見え、「知らない本」が、「あたたかい本」に変

わっていきました。こちらにも緊張や息づかいが伝わるほど、小さな声で届ける高校生の言葉も、胸を張

り自信をもって語る高校生の言葉も、その違いさえもぐっときました。本の魅力を伝えようと、ただその

５分間にかけた思いが、私の中にまっすぐに入ってきました。この夏、高校生から学んだ、心を込めて伝

えるチカラを私も大切にしていこう、そう思います。                   

                               

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主査  横濱 智子  

輝 く 笑 顔  躍 動 す る 鴨 池 地 域 

 
 

 
 

鴨池公民館では、家庭教育に関する悩み

について気軽に相談できる窓口を設置し、

相談者の必要に応じた支援等を行ってい

ます。 

教育現場での経験をもとに、社会教育指

導員が対応いたします。小さな悩みでも、

どうぞお気軽に御相談ください。 
 
。 

発行日 令和８年１０月１日 
発行者 鹿児島市鴨池公民館 
所在地 鹿児島市鴨池 2-32-6 
ＴＥＬ 0 9 9 - 2 5 2 - 5 7 5 6 
題  字 自主学習グループ 
   「土筆会」会員 

こちらから↓  

【公民館だより】  

伝えるチカラ 

 

鴨池公民館の夏季講座「レッツチャレンジ！！小学生中学年（高

学年）プログラミング」では、夏休み中の小学生がプログラミング

を学びました。このプログラミングとはコンピュータにさせたい

ことをキーボードやマウスを使って順番に選択しながら組み立て

ていく作業です。 

受講している子どもたちが物おじせず楽しそうにコンピュータ

を扱っている姿がとても印象的でした。生まれたときから当たり

前のようにコンピュータやタブレットがある環境で育った世代で

あることを実感させられました。全ての大人がデジタルを苦手と

しているということではないのですが、中途半端な知識でパソコ

ンを扱うととんでもないことが起こるのではないかという過剰な

心配をしてしまう大人は多いように思います。 

さて、当たり前のように地域にあったイオン鹿児島鴨池店が８

月末で閉店しました。 

１９７５年、鴨池動物園跡に鹿児島市で初めてできた大型商業施

設に胸躍らせ、ハンバーガーやクレープ食べたり、買い物に行った

りしたことがある方も多いと思います。 

原風景として存在した地域の建物が無くなることは感傷的にも

なりますし、月日の移ろいを感じずにはいられません。でも、子ど

もたちが物おじせずパソコンを扱いオリジナルなものを創ってい

くように、過去の経験は無くなりませんし、記憶として土台となっ

ていくものだと考えます。以前の風景を心に残しながら新しい建

物の景観やそれを活用する姿にも想像を膨らませましょう。 

そして、鴨池動物園のこと、（通称）鴨池ダイエーのこと、そこ

にまつわる私的な出来事などを、このような機会に周りの人にた

くさん話をしましょう。記憶を共有することは連帯感を育みます

し、地域の歴史・文化を伝えていくことにも繋がります。 

鴨池動物園を知っている世代の私は、園内にあったこぢんまり

した水族館のことがヒンヤリした温湿の感覚や臭覚を伴って思い

出されます。 

P.S. 鴨池動物園でマグマ大使のキャラクターショーを観たこと

も記憶に残っています。 

館

長 西村 真 

           」 

 

 1１月の館内展示  

１０月の館内展示
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鴨池公民館の夏季講座「レッ

ツチャレンジ！！小学生中学年

（高学年）プログラミング」で

は、夏休み中の小学生がプログ

ラミングを学びました。このプ
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にさせたいことをキーボードや
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がら組み立てていく作業です。 
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おじせず楽しそうにコンピュー

タを扱っている姿がとても印象

的でした。生まれたときから当

たり前のようにコンピュータや

タブレットがある環境で育った
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ました。全ての大人がデジタル

を苦手としているということで
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という過剰な心配をしてしまう

大人は多いように思います。 

 

〇１階ロビー：土筆会（絵手紙)
〇２階ロビー：木曜会（水彩画）

〇鴨池地域総合文化祭関連の掲示
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★ 後期講座 申込期間…９月１日～９月２０日（必着） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

 

鴨池地域の幼稚園・保育園、小・中学校、校区公民館・地域コミュニティ協議会、自主学習

グループ、女性団体連絡会等の関係団体と連携を深めながら、芸術と文化の秋にふさわしい伝

統ある地域総合文化祭となるよう現在、準備を進めています。鴨池地域のよさやエネルギーが

きっと伝わる文化祭になると感じています。多くの皆様の御参加をお待ちしております。 

 

＜１0月 31日(土) ９：30～12：15＞ 

〇オープニング 天保山中学校吹奏楽部 

〇文化講演会    講師 吉満 庄司 氏  

（西郷南洲顕彰館館長） 

  演題 「西郷隆盛の生涯と人となり」 

〇舞台発表第１部…６団体が参加 

 

＜１１月１日(日) ９：30～12：30＞   

〇青少年の意見発表 メイ・サマンサさん 

        （西紫原中学校３年生） 

「アンコンシャス・バイアスのない未来」 

〇舞台発表第２部…17団体が参加 

 ※ 詳しい内容は、文化祭プログラムをご覧ください。（地域の各所で広報いたします。） 

＜10 月 31 日(土)～11 月３日（火）  

９：００～２１：００＞ 

展示発表  

【出品】 幼稚園・保育園、小・中学校、 

家庭教育学級、公民館講座生 

地域団体、自主学習グループ 

鹿児島市人権推進課 

 

 ご家族・友達も 

ご一緒に、ぜひお越

しください。 

『ともに学ぶ』鴨池地域家庭教育研修会 
９月４日(金)に鴨池地域の幼稚園・保育園、小・中学校の 

の家庭教育学級生や先生方等を対象に、家庭教育研修会を開 
催しました。70名を超える参加に、大変うれしく思いました。 
講演会では、鹿児島県スクールカウンセラーの薗田 満江氏

に「よりそう子ども理解のありかた～子ども大人も笑顔になれ
る時間を～」の演題のもと、ともに学ぶ機会をいただきました。  
子どもを真ん中において、参加者同士が考えを交流しながら 

笑顔で学ぶ、あたたかく充実した時間でした。講演後の感想（一部抜粋）を紹介します。 
〇 前向きに子育てに向かいたくなる講演でした。多くの保護者に聞いてもらいたいなあと思いました。 

〇 笑顔が生む安心感が、子どもによりそう鍵になることを学びました。自分自身も笑顔を大切にします。  
３つの分科会では、三和保育園、聖母幼稚園、荒田小学校、西紫原小学校、紫原中学校の

保護者会や家庭教育学級が事例発表を行い、各園・学校での工夫した取組等を紹介しました。   
互いの活動のよさを学び、持続可能で充実した活動についての方向性を深めました。 

 
 
 
 

鴨池ボランティア 活動発表 
鴨池ボランティアは、公民館に来られる方々に気持ちよく利用していただけるよ

うに、公民館内の美化清掃や周辺の緑化作業など、25年余り活動していただいてい
ます。その活動について、８月末に開催された「『元気なボランティア』の集い」（か
ごしまボランティア連絡協議会主催）で発表されました。「できる時に、できる人
が、できることを！」継続的に活動されていることに、参加者の方々が感心して聞
いていらっしゃいました。鴨池ボランティアの活動は、毎月第３水曜日午前 10 時
からです。一緒に活動してみたいと思われる方は、公民館にお問い合わせください。
新しい仲間が増えることを心待ちにしています。 

 
 
。 


